
河川漁業
○２２漁業協同組合が行う

○ダム湖で自然ふ化するアユの活用に取り組む

養殖業

【アマゴ】

○主な生産地は吉野郡や宇陀郡

○河川漁業の放流用や食用出荷、甘露煮などの加工品に利用

【金 魚】

○大和郡山市を中心に、水田を改良した養魚池等で養殖

１．特徴

２．河川漁業の現状
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○紀の川、新宮川、淀川、大和川の４水系の河川における釣りによる漁業

○山間部における豊かできれいな水を利用したアマゴ等食用魚の養殖

○大和平野における灌漑用水を利用した金魚主体の観賞魚の養殖
アユ漁の解禁風景

３．養殖業の現状

【養殖業者の推移】

年 H20 H25 H30

業者数 77 63 68 

出典：漁業センサス

【養殖従事者の年齢構成（Ｈ３０）】

年 齢 ～39 40～64 65～

従事者数 31 94 70

出典：年漁業センサス

アマゴ養殖場

観賞魚市場のせり風景

出典：農林水産統計

（出典） 生産量：農林水産統計 業者数：漁業センサス （出典） 販売数量：県調べ 業者数：漁業センサス

観賞魚販売数量、業者数の推移

４．課題

○河川漁業

・健全で良く釣れるアユ稚魚の放流、釣り人が好むきれいなアマゴの増殖等により遊漁者を

増やす必要がある。

○養殖業

・水産加工品等の開発により、食用魚の消費拡大や販路拡大を図る必要がある。

・魚病対策指導推進により生産の安定化を図る必要がある。

・すくい用金魚（和金）主体の生産から高級品種の生産へ移行する必要がある。

○共通

・カワウ等鳥類による食害の効果的な対策を行う必要がある。

令和４年度 奈良県の水産業の概要

アマゴ生産量、業者数の推移
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生産量 業者数

長野県

589 (1位)

山梨県

250 (2位)
栃木県

141 (3位)
奈良県

12 (20位)

その他

979

R3 マス類養殖生産量（単位：ｔ）
※ニジマスを除く

H30 主産４県における金魚販売数量
（単位：百万尾）

※奈良県販売数量の７割が和金
出典：県調べ

奈良県

50（1位）

愛知県 7

（2位）

埼玉県 4

（3位）

東京都 1

（4位）


